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現地保健医療活動の主な内容

1. 医療提供体制の確保
医療機関の状況把握、支援

救護所、巡回診療

2. 被災者に対する健康相談・支援
避難所活動（巡回・常駐）

個別対応（要配慮者、在宅被災者）

3. 被災地における生活衛生の確保
衛生指導（手指消毒、トイレの衛生管理等）

衛生物資等の手配
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現地保健医療活動の主な動き

時刻 内 容

3：07 地震発生

3：17 苫小牧保健所活動開始（安全確認、職員招集、情報収集）

6：03 DMAT活動拠点本部設置（苫小牧市立病院）

11：40 日赤現地災害対策本部設置（厚真町総合福祉センター）

12：56 苫小牧保健所管内全病院のEMIS緊急入力（代行入力含む）

18：37 苫小牧市立病院電気復旧

20：56 苫小牧保健所電気復旧

21：35 王子総合病院電気復旧

3

開始日 内容

9/6～
医療機関の状況把握・支援、救護所、避難所等の情報収集

管内5市町の被害状況、支援要否の確認（在宅酸素・透析患者等）

9/7～ 被災者の健康調査、避難所の衛生指導

当日の動き

主な活動と開始日

※時刻は各関係機関の記録によるもの



医療提供体制の確保に係る主な活動
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項目 医療機関の状況把握・支援 救護所・巡回診療

概要

 医療機関の被災状況の確認
（電話、現地確認等）

 EMIS等による情報共有
 物資等の手配
（燃料、医療資材等）

 災害拠点病院への患者受入
 被災医療機関への人的支援

 救護所や避難所における被災者の

診療
 避難所における被災者の健康状況
確認

時期 9/6～9/25 9/6～9/20

実施機関 DMAT、日赤、JMAT、保健所 DMAT、日赤、JMAT

活動場所 各市町 厚真町、安平町、むかわ町

活動拠点

 苫小牧市立病院（9/6～9/9）
 厚真町総合福祉センター
（9/6～9/25）

 苫小牧保健所（9/6～9/25）

 苫小牧市立病院（9/6～9/9）
 厚真町総合福祉センター
（9/6～9/25）



被災者に対する主な保健活動
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項目 避難所活動 個別対応

概要

 避難者の健康状況調査・支援
 避難所の感染症・食中毒対策
 避難者のメンタルヘルスケア

 避難者の生活不活発病対策

 要配慮者の安否確認・医療継続
 在宅被災者の健康状況調査・支援
 在宅被災者のメンタルヘルスケア
 応急仮設住宅の訪問調査・支援

時期 9/6～ 9/6～

実施機関

 市町  保健所  DMAT
 市町
 保健所
 派遣保健師
 ケアマネ

 日赤  JMAT  DPAT

 心のケアチーム  派遣保健師
 歯科医師会
 災害支援ナース

 薬剤師会
 DCAT 等

活動場所 各市町 各市町

活動拠点
 各市町（9/6～）
 苫小牧保健所（9/6～9/25）
 厚真町総合福祉センター（9/6～）

 各市町（9/6～）
 苫小牧保健所（9/6～）
 厚真町総合福祉センター（9/6～）



東胆振東部３町医療救護保健調整本部 組織図

北海道苫小牧保健所
（所長代行）

関係支援団体

からの支援

関係機関リエゾン
（厚労省など）

事務局

保健所（DHEAT)

DMATロジチーム

日赤

DPATJMAT
日赤
チーム

保健所
３町

(安平、厚真、むかわ)

※現地本部

※合同救護本部

本部長
北海道苫小牧保健所長

災害医療

コーディネーター

9/10～



本部長

苫小牧保健所長

医療班

現地本部

本部長代行

関係支援団体

保健班

厚真支部

DHEAT①

保健師チーム

最大6チーム

安平支部

DHEAT②

保健師チーム

最大4チーム

むかわ支部

保健所保健師

保健師チーム

最大4チーム

総務班

苫小牧保健所管内の保健医療チームの体制

東胆振東部３町医療救護保健調整本部

9/11～



東胆振東部３町医療救護保健調整本部
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避難所における衛生指導（厚真町：9/7）
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エコノミークラス症候群対策 食中毒予防トイレの衛生管理



避難所における手指消毒剤（厚真町：9/7）
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現地の保健医療活動で実施できた事項

発災直後からの迅速な活動
当日から各機関が速やかに活動を開始

関係機関が連携した活動
地元医療機関、DMAT、日赤、保健所の連携
市町、保健所、外部支援チームの連携

保健所機能支援班（DHEAT）の活用
広域な活動区域における円滑な活動
多数の支援チームの調整・地元への引継

平時の準備や経験を活かした活動
 EMIS入力訓練
標準的な様式やマニュアル
災害対応経験者の知識の活用
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今後に向けた改善点

保健医療活動における戦略の深化

現地保健医療活動拠点の保健所への早期集約化

災害時の保健所機能（情報発信等）の強化

ロジスティクス面の改善

初動部隊の迅速かつ十分量の投入

活動資機材（通信、移動手段）の充実

保健衛生関係物資の速やかな手配と展開

災害教育の充実

災害時の保健所機能（DHEAT）の周知

保健医療活動関係職員への災害教育
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